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第１ 基本情報 

１ 開設主体 （平成１８年１２月１日現在）

 01 厚生労働省 02 独立行政法人国立病院機構 03 国立大学法人 

 04 独立行政法人労働者健康福祉機構 05 その他国 06 都道府県 

 07 市町村 08 日赤 09 済生会 

 10 北海道社会事業協会 11 厚生連 12 国民健康保険団体連合会 

 13 全国社会保険協会連合会 14 厚生年金事業振興団 15 船員保険会 

 16 健康保険組合及びその連合会 17 共済組合 18 国民健康保険組合 

 19 公益法人 20 医療法人 21 学校法人 

 22 社会福祉法人 23 医療生協 24 会社 

 25 その他の法人 26 個人  

２ 病床・入院患者の状況 （平成１８年１２月１日現在）

病 床 種 類 許 可 病 床 在院患者数 

（１）一 般 病 床     床     人 

（２）療 養 病 床     床     人 

 ［再掲］指定介護療養型医療施設     床     人 

（３）精 神 病 床     床     人 

 ［再掲］指定介護療養型医療施設     床     人 

（４）結 核 病 床     床     人 

（５）感 染 症 病 床     床     人 

合     計     床     人 

 

３ 外来診療等の状況 （平成１８年１１月１カ月間）

（１）初診患者数      人

（２）再診患者延べ数      人
 

４ 職員の状況 （平成１７年１０月１日現在）

 常 勤 職 員    非常勤職員 

（１）医師     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

（２）歯科医師     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

（３）薬剤師     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

（４）看護職員     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

（５）看護補助職員     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

（６）医療技術員     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

（７）事務職員     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

（８）技能労務員・労務員     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

（９）役員     人   ．  人 ［常勤換算・小数点第一位まで］

５ 承認等の状況 （平成１８年１２月１日現在）

 01 地域医療支援病院  02 特定機能病院  03 臨床研修病院  04 開放型病院 

 05 ＤＰＣ対象病院  06 ＤＰＣ準備病院  07 特定承認保険医療機関  

 08 老人性痴呆疾患療養病棟を有する病院   09 緩和ケア病棟を有する病院  

 10 日本医療機能評価機構による認定病院  11 国際標準規格 ISO 9000（品質マネジメントシステム）

 12 医療情報システム開発センターによる個人情報保護に関するプライバシーマーク 
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第２ 収支情報 

１ 医業収入・介護収入・医業及び介護費用 （平成１７年度分）

科    目 金    額 

   
十

億   
百

万   
千 

     

（１）医業収入 ①入院収入            円

 ②特別の療養環境収入            円

 ③外来収入            円

 ④その他の医業収入            円

 ⑤合計（①＋②＋③＋④）            円

（２）介護収入 ①合計            円

①合計            円（３）医業及び 

   介護費用 
②（うち）給与費 医師            円

   ※賞与を含む 歯科医師            円

  薬剤師            円

  看護職員            円

  看護補助職員            円

  医療技術員            円

  事務職員            円

  技能労務員・労務員            円

  役員            円

 ③（うち）システム関連費用            円

第３ 院内情報のＩＴ化の概況 

１ 院内情報のＩＴ化の概況 （平成１８年１２月１日現在）

（１）電子カルテシステム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（２）オーダリングシステム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

看護業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

薬剤業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

手術業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（３） 放射線業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

臨床検査業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

その他診療業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

医事業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

材料部業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

食事業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

病歴管理業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

 

各
部
門
シ
ス
テ
ム 

その他のシステム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

 ※いずれのＩＴシステムについても「01 稼動中」が無い場合は、本調査票へのご記入はここまでで結構で

す。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封

筒に入れてご投函ください。 
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第４ ＩＴシステムの個別情報 
１ ＩＴシステムの個別情報 

直近のシステム導入・更新時の契約状況 システム導入期間 

【単位：年度】 契約形態 契約期間 契約金額 

１ ２ ３ ４

 

１
９
８
８
以
前 

１
９
８
９ 

１
９
９
０ 

１
９
９
１ 

１
９
９
２ 

１
９
９
３ 

１
９
９
４ 

１
９
９
５ 

１
９
９
６ 

１
９
９
７ 

１
９
９
８ 

１
９
９
９ 

２
０
０
０ 

２
０
０
１ 

２
０
０
２ 

２
０
０
３ 

２
０
０
４ 

２
０
０
５ 

２
０
０
６ 

購 
 

入 

レ
ン
タ
ル 

リ 

ー 

ス 

そ 

の 

他 

※開始年月～終了年月

※契約形態がﾚﾝﾀﾙかﾘ

ｰｽの場合のみ記入 

 

 

※購入の場合は［総額］ 

※ﾚﾝﾀﾙ、ﾘｰｽの場合は［年額］ 

※開発費用が別立てである場合は

各欄の下段に記入 

２００,０００,０００ 円 
記 入 例          

 
    

 
    

１ ２ ３ ４ 2002 年 4 月～2007 年 3 月 （開発） １００,０００,０００ 円 

 円 
（１） 電子カルテシステム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月

（開発） 円 
 円 

（２） オーダリングシステム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

看護業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

薬剤業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

 

 

（３） 手術業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

放射線業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

臨床検査業務支援ｼｽﾃﾑ                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

その他診療業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

医事業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

材料部業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

食事業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

病歴管理業務支援ｼｽﾃﾑ                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 
 円 

各
部
門
シ
ス
テ
ム 

その他のシステム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月
（開発） 円 

システム運用・保守［年額］                       円 

 

契約終了

年  度

契約更新 
年  度 

契約終了

年  度

契約開始

年  度
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２ システムベンダーの導入方式 （平成１８年１２月１日現在）

 01 シングルベンダー方式  02 マルチベンダー方式 

３ 院内の物流管理（Ｓｕｐｐｌｙ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ ＆ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ ； ＳＰＤ）の委託状況 （平成１８年１２月１日現在）

 ① 医 薬 品  01 全面的に委託している  ⇒委託金額（年間          円） 

  02 一部搬送業務等を委託している 

  03 委託していない 

 ② 医療材料  01 全面的に委託している  ⇒委託金額（年間          円） 

  02 一部搬送業務等を委託している 

  03 委託していない 

４ 経営コンサルティング業者への委託状況 （平成１８年１２月１日現在）

 01 委託している  ⇒委託金額（年間          円） 

 02 委託していない 

５ 平成１８年度診療報酬改定に伴う医事業務支援システムの追加的な改修・組替費用 

 01 追加的な改修・組替費用が発生した  ⇒改修・組替費用（          円） 

 02 追加的な改修・組替費用は発生しなかった 

６ レセプト電算処理（電子媒体によるレセプトの提出）の実施状況 （平成１８年１２月１日現在）

 01 実施している 

 02 実施していない 

以下の設問７・８は「レセプト電算処理を実施している」場合のみご記入ください。 

７ レセプト電算処理への対応に伴う医事業務支援システムの追加的な改修費用 

 01 追加的な改修費用が発生した  ⇒改修費用（          円） 

 02 追加的な改修費用は発生しなかった 

８ レセプト電算処理における医薬品マスタ・材料マスタの整備の状況 

 01 事業者から購入している  ⇒購入費用（          円） 

 02 院内で整備・管理している 

 

46



第５ システム導入・運用に関する院内体制 

１ 院内のシステム専管部署 

（１）システム専管部署の有無  01 有り  02 無し 

（２）システム専管部署所属職員 医師   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

 歯科医師   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

 薬剤師   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

 看護職員   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

 看護補助職員   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

 医療技術員   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

 事務職員   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

 技能労務員・労務員   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

 役員   ．  人［常勤換算・小数点第一位まで］ 

  
百

万   
千

   

（３）年間人件費（平成１７年度） 
         円 

２ システム運用等に関する院内検討委員会（最上位の委員会） 

（１）院内検討委員会の有無  01 有り  02 無し 

（２）院内検討委員会の構成 医師   人 

 歯科医師   人 

 薬剤師   人 

 看護職員   人 

 看護補助職員   人 

 医療技術員   人 

 事務職員   人 

 技能労務員・労務員   人 

 役員   人 

 

（３）院内検討委員会の開催頻度 年  回    １回当たり平均  時間開催 

３ システム運用等に関する分科会・ワーキンググループ 

（１）分科会・ワーキング等の有無  01 有り  02 無し 

（２）分科会・ワーキング等の構成 医師   人・回［1 年間あたり］ 

 歯科医師   

 5

人・回［1 年間あたり］ 

 薬剤師   人・回［1 年間あたり］ 

 看護職員   人・回［1 年間あたり］ 

 看護補助職員   人・回［1 年間あたり］ 

 医療技術員   人・回［1 年間あたり］ 

 事務職員   人・回［1 年間あたり］ 

 技能労務員・労務員   人・回［1 年間あたり］ 

※（２）の記入例 
 医師２人が参加する分科会
Ａが５回、医師３人が参加す
る分科会Ｂが４回開催された
場合 
 ２人×５回＋３人×４回 
 ＝２２人・回となり、 
医師２２人・回と記入する 

 役員   人・回［1 年間あたり］ 

（３）分科会等の１回当たり開催時間 １回当たり平均  時間 
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４ システム導入前の一定期間のスタッフ研修 

（１）スタッフ研修の有無  01 有り  02 無し 

（２）1 人当たり必修回数 医師   回［１回当たり平均  時間］ 

 歯科医師   回［１回当たり平均  時間］ 

 薬剤師   回［１回当たり平均  時間］ 

 看護職員   回［１回当たり平均  時間］ 

 看護補助職員   回［１回当たり平均  時間］ 

 医療技術員   回［１回当たり平均  時間］ 

 事務職員   回［１回当たり平均  時間］ 

 技能労務員・労務員   回［１回当たり平均  時間］ 

 役員   回［１回当たり平均  時間］ 

 
 
 

第６ ＩＴ導入によるコストへの影響 

１ 収入への影響 
  

（１）システム化に伴う収入の増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  

２ 人件費への影響 
  

（１）システム化に伴う人件費の増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  

（２）システム化に伴う配置転換の有無  01 有り  02 無し 

３ 紙・フィルムに係るコストへの影響 
  

（１）紙の使用量変化に伴うコスト増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  
   

（２）紙の保管スペースの増減  01 有り ⇒    ㎡程度の（増加・減少） 

  02 無し  

  03 不明  
  

（３）フィルム使用量変化に伴うコスト増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

  02 無し  

  03 不明  
   

（４）フィルムの保管スペースの増減  01 有り ⇒    ㎡程度の（増加・減少） 

  02 無し  

  03 不明  
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４ システム導入による計画的な効果検証の実施の有無 

（１）システム導入の計画的な検証  01 有り  02 無し 

以下（２）～（３）は計画的検証を実施した場合のみご記入ください。 
  

（２）システム化に伴うコストの増減          円／年の（増加・減少）
   

  

（３）効果検証方法等の内容 

 

ご自由に記入下さい 

 
 

第７ ＩＴ導入による変化 

１ ＩＴ導入に伴う変化についての評価 

評 価 内 容 

そ

う

思

う 

そ

う

思

わ

な

い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

 ① 比較可能なデータの蓄積と活用が可能になった 01 02 03 

 ② 検査結果等を動画・静止画を用いて説明することで、患者にとって理解しやすい

診療が可能になった 
01 02 03 

 ③ パソコンへの入力のため、診察の際に患者と話す時間が減った 01 02 03 

 ④ 患者１人当たりの診察時間が長くなり、１日当たりの外来患者数が減った 01 02 03 

 ⑤ 医療従事者間での情報共有が進み、チーム医療の実施が容易になった 01 02 03 

 ⑥ 医療機関内・医療機関間における情報交換が容易になった 01 02 03 

 ⑦ システムによる自動チェック機能等により、処方量の基準値オーバーや禁忌等の

インシデント等が減少した 
01 02 03 

 ⑧ 医師の処方・指示の見読性が向上し、伝達ミスによるインシデント等が減少した 01 02 03 

 ⑨ 正確な物流管理により在庫が適正化された 01 02 03 

 ⑩ 診療報酬の請求事務が効率化された 01 02 03 

 ⑪ 業務が効率化され残業時間が減り、人件費が削減された 01 02 03 

 ⑫ システム障害のため業務に影響があった 01 02 03 
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２ その他、ＩＴ導入に伴う変化についてご自由に記入下さい 

  

 

本調査票の設問は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 
２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。 
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医療のＩＴ化に係るコスト調査 
（有床診療所票） 

 

 

 

 

貴 施 設 名  

 部署 

記 入 者 氏 名 
 

市外局番 
電話番号

 
      －      －      （内線    ）

ＦＡＸ番号       －      －００００００００００００００連絡先 

Ｅ－Ｍａｉ ｌ ＠００００００００００００００
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第１ 基本情報 

１ 開設主体 （平成１８年１２月１日現在）

 01 個人 02 その他 

２ 病床・入院患者の状況 （平成１８年１２月１日現在）

病 床 種 類 許 可 病 床 在院患者数 

（１）一 般 病 床     床     人 

（２）療 養 病 床     床     人 

 ［再掲］指定介護療養型医療施設     床     人 

合     計     床     人 

 

３ 外来診療等の状況 （平成１８年１１月１カ月間）

（１）初診患者数      人

（２）再診患者延べ数      人
 

 

第２ 収支情報 

１ 医業収入・介護収入・医業及び介護費用 （平成１７年度分）

科    目 金    額 

   
十

億   
百

万   
千 

     

（１）医業収入 ①入院収入            円

 ②外来収入            円

 ③その他の医業収入            円

 ④合計（①＋②＋③）            円

（２）介護収入 ①合計            円

（３）医業及び介護費用 ①合計            円

 

第３ 院内情報のＩＴ化の概況 

１ 院内情報のＩＴ化の概況 （平成１８年１２月１日現在）

（１）電子カルテシステム・オーダリングシステム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（２）医事業務支援システム（レセコン等）  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

 
 ※いずれのＩＴシステムについても「01 稼動中」が無い場合は、本調査票へのご記入はここまでで結構で

す。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封

筒に入れてご投函ください。 
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2

第４ ＩＴシステムの個別情報 

１ ＩＴシステムの個別情報 

直近のシステム導入・更新時の契約状況 システム導入期間 

【単位：年度】 契約形態 契約期間 契約金額 

１ ２ ３ ４

 

１
９
８
８
以
前

１
９
８
９ 

１
９
９
０ 

１
９
９
１ 

１
９
９
２ 

１
９
９
３ 

１
９
９
４ 

１
９
９
５ 

１
９
９
６ 

１
９
９
７ 

１
９
９
８ 

１
９
９
９ 

２
０
０
０ 

２
０
０
１ 

２
０
０
２ 

２
０
０
３ 

２
０
０
４ 

２
０
０
５ 

２
０
０
６ 

購 
 

入

レ
ン
タ
ル

リ 

ー 

ス

そ 

の 

他

※開始年月～終了年月 

※契約形態がﾚﾝﾀﾙかﾘｰ

ｽの場合のみ記入 

 

 

※購入の場合は［総額］ 

※ﾚﾝﾀﾙ、ﾘｰｽの場合は［年額］ 

※開発費用が別立てである場合は

各欄の下段に記入 

２,０００,０００ 円 
記 入 例          

 
    

 
    １ ２ ３ ４ 2002 年 4 月～2007 年 3 月

（開発）   １,０００,０００ 円 

 円 （１） 電子カルテシステム・ 
オーダリングシステム 

                   １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月

（開発） 円 

 円 
（２） 医事業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月

（開発） 円 

円 
システム運用・保守［年額］                     

円 

円 
経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ［年額］                     

円 

各ｼｽﾃﾑﾍﾞﾝﾀﾞｰの導入方式   01 シングルベンダー方式      02 マルチベンダー方式 

契約終了

年  度

契約更新 
年  度 

契約終了

年  度

契約開始

年  度
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２ 併設施設の状況 （平成１８年１２月１日現在）

 01 病院と併設である  ⇒  01-01 システムを病院と共有している 

  01-02 システムを病院と共有していない 

 02 病院と併設ではない  

３ 平成１８年度診療報酬改定に伴う医事業務支援システムの追加的な改修・組替費用 

 01 追加的な改修・組替費用が発生した  ⇒改修・組替費用（          円） 

 02 追加的な改修・組替費用は発生しなかった 

４ レセプト電算処理（電子媒体によるレセプトの提出）の実施状況 （平成１８年１２月１日現在）

 01 実施している 

 02 実施していない 

以下の設問５・６は「レセプト電算処理を実施している」場合のみご記入ください。 

５ レセプト電算処理への対応に伴う医事業務支援システムの追加的な改修費用 

 01 追加的な改修費用が発生した  ⇒改修費用（          円） 

 02 追加的な改修費用は発生しなかった 

６ レセプト電算処理における医薬品マスタ・材料マスタの整備の状況 

 01 事業者から購入している  ⇒購入費用（          円） 

 02 院内で整備・管理している 

 
 
 

第５ ＩＴ導入によるコストへの影響 

１ 収入への影響 
  

（１）システム化に伴う収入の増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  

２ 人件費への影響 
  

（１）システム化に伴う人件費の増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  

（２）システム化に伴う配置転換の有無  01 有り  02 無し 
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３ 紙・フィルムに係るコストへの影響 
  

（１）紙の使用量変化に伴うコスト増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  
   

（２）紙の保管スペースの増減  01 有り ⇒    ㎡程度の（増加・減少） 

  02 無し  

  03 不明  
  

（３）フィルム使用量変化に伴うコスト増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

  02 無し  

  03 不明  
   

（４）フィルムの保管スペースの増減  01 有り ⇒    ㎡程度の（増加・減少） 

  02 無し  

  03 不明  

４ システム導入による計画的な効果検証の実施の有無 

（１）システム導入の計画的な検証  01 有り  02 無し 

以下（２）～（３）は計画的検証を実施した場合のみご記入ください。 
  

（２）システム化に伴うコストの増減          円／年の（増加・減少）
   

  

（３）効果検証方法等の内容 

 

ご自由に記入下さい 

 

 4
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第６ ＩＴ導入による変化 

１ ＩＴ導入に伴う変化についての評価 

評 価 内 容 

そ

う

思

う 

そ

う

思

わ

な

い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

 ① 比較可能なデータの蓄積と活用が可能になった 01 02 03 

 ② 検査結果等を動画・静止画を用いて説明することで、患者にとって理解しやすい

診療が可能になった 
01 02 03 

 ③ パソコンへの入力のため、診察の際に患者と話す時間が減った 01 02 03 

 ④ 患者１人当たりの診察時間が長くなり、１日当たりの外来患者数が減った 01 02 03 

 ⑤ 医療従事者間での情報共有が進み、チーム医療の実施が容易になった 01 02 03 

 ⑥ 医療機関内・医療機関間における情報交換が容易になった 01 02 03 

 ⑦ システムによる自動チェック機能等により、処方量の基準値オーバーや禁忌等の

インシデント等が減少した 
01 02 03 

 ⑧ 医師の処方・指示の見読性が向上し、伝達ミスによるインシデント等が減少した 01 02 03 

 ⑨ 正確な物流管理により在庫が適正化された 01 02 03 

 ⑩ 診療報酬の請求事務が効率化された 01 02 03 

 ⑪ 業務が効率化され残業時間が減り、人件費が削減された 01 02 03 

 ⑫ システム障害のため業務に影響があった 01 02 03 

２ その他、ＩＴ導入に伴う変化についてご自由に記入下さい 

 

 

本調査票の設問は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 
２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。 
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医療のＩＴ化に係るコスト調査 
（無床診療所票） 

 

 

 

 

貴 施 設 名  

 部署 

記 入 者 氏 名 
 

市外局番 
電話番号

 
      －      －      （内線    ）

ＦＡＸ番号       －      －００００００００００００００連絡先 

Ｅ－Ｍａｉ ｌ ＠００００００００００００００
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 1

第１ 基本情報 

１ 開設主体 （平成１８年１２月１日現在）

 01 個人 02 その他 

２ 外来診療等の状況 （平成１８年１１月１カ月間）

（１）初診患者数      人

（２）再診患者延べ数      人
 

 
 

第２ 収支情報 

１ 医業収入・医業費用 （平成１７年度分）

科    目 金    額 

   
十

億   
百

万   
千 

     

（１）医業収入 ①外来収入            円

 ②その他の医業収入            円

 ③合計（①＋②）            円

（２）医業費用 ①合計            円

 
 

第３ 院内情報のＩＴ化の概況 

１ 院内情報のＩＴ化の概況 （平成１８年１２月１日現在）

（１）電子カルテシステム・オーダリングシステム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（２）医事業務支援システム（レセコン等）  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

 
 ※いずれのＩＴシステムについても「01 稼動中」が無い場合は、本調査票へのご記入はここまでで結構で

す。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封

筒に入れてご投函ください。 
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2

第４ ＩＴシステムの個別情報 

１ ＩＴシステムの個別情報 

直近のシステム導入・更新時の契約状況 システム導入期間 

【単位：年度】 契約形態 契約期間 契約金額 

１ ２ ３ ４

 

１
９
８
８
以
前

１
９
８
９ 

１
９
９
０ 

１
９
９
１ 

１
９
９
２ 

１
９
９
３ 

１
９
９
４ 

１
９
９
５ 

１
９
９
６ 

１
９
９
７ 

１
９
９
８ 

１
９
９
９ 

２
０
０
０ 

２
０
０
１ 

２
０
０
２ 

２
０
０
３ 

２
０
０
４ 

２
０
０
５ 

２
０
０
６ 

購 
 

入

レ
ン
タ
ル

リ 

ー 

ス

そ 

の 

他

※開始年月～終了年月 

※契約形態がﾚﾝﾀﾙかﾘｰ

ｽの場合のみ記入 

 

 

※購入の場合は［総額］ 

※ﾚﾝﾀﾙ、ﾘｰｽの場合は［年額］ 

※開発費用が別立てである場合は

各欄の下段に記入 

２,０００,０００ 円 
記 入 例          

 
    

 
    １ ２ ３ ４ 2002 年 4 月～2007 年 3 月

（開発）   １,０００,０００ 円 

 円 （１） 電子カルテシステム・ 
オーダリングシステム 

                   １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月

（開発） 円 

 円 
（２） 医事業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月

（開発） 円 

円 
システム運用・保守［年額］                     

円 

円 
経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ［年額］                     

円 

各ｼｽﾃﾑﾍﾞﾝﾀﾞｰの導入方式   01 シングルベンダー方式      02 マルチベンダー方式 

契約終了

年  度

契約更新 
年  度 

契約終了

年  度

契約開始

年  度
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２ 併設施設の状況 （平成１８年１２月１日現在）

 01 病院と併設である  ⇒  01-01 システムを病院と共有している 

  01-02 システムを病院と共有していない 

 02 病院と併設ではない  

３ 平成１８年度診療報酬改定に伴う医事業務支援システムの追加的な改修・組替費用 

 01 追加的な改修・組替費用が発生した  ⇒改修・組替費用（          円） 

 02 追加的な改修・組替費用は発生しなかった 

４ レセプト電算処理（電子媒体によるレセプトの提出）の実施状況 （平成１８年１２月１日現在）

 01 実施している 

 02 実施していない 

以下の設問５・６は「レセプト電算処理を実施している」場合のみご記入ください。 

５ レセプト電算処理への対応に伴う医事業務支援システムの追加的な改修費用 

 01 追加的な改修費用が発生した  ⇒改修費用（          円） 

 02 追加的な改修費用は発生しなかった 

６ レセプト電算処理における医薬品マスタ・材料マスタの整備の状況 

 01 事業者から購入している  ⇒購入費用（          円） 

 02 院内で整備・管理している 

 
 
 

第５ ＩＴ導入によるコストへの影響 

１ 収入への影響 
  

（１）システム化に伴う収入の増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  

２ 人件費への影響 
  

（１）システム化に伴う人件費の増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  

（２）システム化に伴う配置転換の有無  01 有り  02 無し 

 
 

 3
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３ 紙・フィルムに係るコストへの影響 
  

（１）紙の使用量変化に伴うコスト増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  
   

（２）紙の保管スペースの増減  01 有り ⇒    ㎡程度の（増加・減少） 

  02 無し  

  03 不明  
  

（３）フィルム使用量変化に伴うコスト増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

  02 無し  

  03 不明  
   

（４）フィルムの保管スペースの増減  01 有り ⇒    ㎡程度の（増加・減少） 

  02 無し  

  03 不明  

４ システム導入による計画的な効果検証の実施の有無 

（１）システム導入の計画的な検証  01 有り  02 無し 

以下（２）～（３）は計画的検証を実施した場合のみご記入ください。 
  

（２）システム化に伴うコストの増減          円／年の（増加・減少）
   

  

（３）効果検証方法等の内容 

 

ご自由に記入下さい 
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第６ ＩＴ導入による変化 

１ ＩＴ導入に伴う変化についての評価 

評 価 内 容 

そ

う

思

う 

そ

う

思

わ

な

い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

 ① 比較可能なデータの蓄積と活用が可能になった 01 02 03 

 ② 検査結果等を動画・静止画を用いて説明することで、患者にとって理解しやすい

診療が可能になった 
01 02 03 

 ③ パソコンへの入力のため、診察の際に患者と話す時間が減った 01 02 03 

 ④ 患者１人当たりの診察時間が長くなり、１日当たりの外来患者数が減った 01 02 03 

 ⑤ 医療従事者間での情報共有が進み、チーム医療の実施が容易になった 01 02 03 

 ⑥ 医療機関内・医療機関間における情報交換が容易になった 01 02 03 

 ⑦ システムによる自動チェック機能等により、処方量の基準値オーバーや禁忌等の

インシデント等が減少した 
01 02 03 

 ⑧ 医師の処方・指示の見読性が向上し、伝達ミスによるインシデント等が減少した 01 02 03 

 ⑨ 正確な物流管理により在庫が適正化された 01 02 03 

 ⑩ 診療報酬の請求事務が効率化された 01 02 03 

 ⑪ 業務が効率化され残業時間が減り、人件費が削減された 01 02 03 

 ⑫ システム障害のため業務に影響があった 01 02 03 

２ その他、ＩＴ導入に伴う変化についてご自由に記入下さい 

 

 

本調査票の設問は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 
２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。 
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医療のＩＴ化に係るコスト調査 
（歯科診療所票） 

 

 

 

 

貴 施 設 名  

 部署 

記 入 者 氏 名 
 

市外局番 
電話番号

 
      －      －      （内線    ）

ＦＡＸ番号       －      －００００００００００００００連絡先 

Ｅ－Ｍａｉ ｌ ＠００００００００００００００
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 1

第１ 基本情報 

１ 開設主体 （平成１８年１２月１日現在）

 01 個人 02 その他 

２ 外来診療等の状況 （平成１８年１１月１カ月間）

（１）初診患者数      人

（２）再診患者延べ数      人
 

 
 

第２ 収支情報 

１ 医業収入・医業費用 （平成１７年度分）

科    目 金    額 

   
十

億   
百

万   
千 

     

（１）医業収入 ①外来収入            円

 ②その他の医業収入            円

 合計（①＋②）            円

（２）医業費用 ①合計            円

 
 

第３ 院内情報のＩＴ化の概況 

１ 院内情報のＩＴ化の概況 （平成１８年１２月１日現在）

（１）電子カルテシステム・オーダリングシステム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（２）医事業務支援システム（レセコン等）  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

 
 ※いずれのＩＴシステムについても「01 稼動中」が無い場合は、本調査票へのご記入はここまでで結構で

す。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封

筒に入れてご投函ください。 
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2

第４ ＩＴシステムの個別情報 

１ ＩＴシステムの個別情報 

直近のシステム導入・更新時の契約状況 システム導入期間 

【単位：年度】 契約形態 契約期間 契約金額 

１ ２ ３ ４

 

１
９
８
８
以
前

１
９
８
９ 

１
９
９
０ 

１
９
９
１ 

１
９
９
２ 

１
９
９
３ 

１
９
９
４ 

１
９
９
５ 

１
９
９
６ 

１
９
９
７ 

１
９
９
８ 

１
９
９
９ 

２
０
０
０ 

２
０
０
１ 

２
０
０
２ 

２
０
０
３ 

２
０
０
４ 

２
０
０
５ 

２
０
０
６ 

購 
 

入

レ
ン
タ
ル

リ 

ー 

ス

そ 

の 

他

※開始年月～終了年月 

※契約形態がﾚﾝﾀﾙかﾘｰ

ｽの場合のみ記入 

 

 

※購入の場合は［総額］ 

※ﾚﾝﾀﾙ、ﾘｰｽの場合は［年額］ 

※開発費用が別立てである場合は

各欄の下段に記入 

２,０００,０００ 円 
記 入 例          

 
    

 
    １ ２ ３ ４ 2002 年 4 月～2007 年 3 月

（開発）   １,０００,０００ 円 

 円 （１） 電子カルテシステム・ 
オーダリングシステム 

                   １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月

（開発） 円 

 円 
（２） 医事業務支援システム                    １ ２ ３ ４ 年   月～  年   月

（開発） 円 

円 
システム運用・保守［年額］                     

円 

円 
経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ［年額］                     

円 

各ｼｽﾃﾑﾍﾞﾝﾀﾞｰの導入方式   01 シングルベンダー方式      02 マルチベンダー方式 

契約終了

年  度

契約更新 
年  度 

契約終了

年  度

契約開始

年  度
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２ 平成１８年度診療報酬改定に伴う文書作成支援システムの追加的な改修費用 

 01 追加的な改修費用が発生した  ⇒改修費用（          円） 

 02 追加的な改修費用は発生しなかった 

３ 平成１８年度診療報酬改定に伴う医事業務支援システムの追加的な改修・組替費用 

 01 追加的な改修・組替費用が発生した  ⇒改修・組替費用（          円） 

 02 追加的な改修・組替費用は発生しなかった 

 
第５ ＩＴ導入によるコストへの影響 

１ 収入への影響 
  

（１）システム化に伴う収入の増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  

２ 人件費への影響 
  

（１）システム化に伴う人件費の増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  

（２）システム化に伴う配置転換の有無  01 有り  02 無し 

３ 紙・フィルムに係るコストへの影響 
  

（１）紙の使用量変化に伴うコスト増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

 02 無し  

 03 不明  
   

（２）紙の保管スペースの増減  01 有り ⇒    ㎡程度の（増加・減少） 

  02 無し  

  03 不明  
  

（３）フィルム使用量変化に伴うコスト増減  01 有り ⇒         円／年の（増加・減少）

  02 無し  

  03 不明  
   

（４）フィルムの保管スペースの増減  01 有り ⇒    ㎡程度の（増加・減少） 

  02 無し  

  03 不明  

４ システム導入による計画的な効果検証の実施の有無 

（１）システム導入の計画的な検証  01 有り  02 無し 

以下（２）～（３）は計画的検証を実施した場合のみご記入ください。 
  

（２）システム化に伴うコストの増減          円／年の（増加・減少）
   

 3
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（３）効果検証方法等の内容 

 

ご自由に記入下さい 

第６ ＩＴ導入による変化 

１ ＩＴ導入に伴う変化についての評価 

評 価 内 容 

そ

う

思

う 

そ

う

思

わ

な

い 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

 ① 比較可能なデータの蓄積と活用が可能になった 01 02 03 

 ② 検査結果等を動画・静止画を用いて説明することで、患者にとって理解しやすい

診療が可能になった 
01 02 03 

 ③ パソコンへの入力診察の際に患者と話す時間が減った 01 02 03 

 ④ 患者１人当たりの診察時間が長くなり、１日当たりの外来患者数が減った 01 02 03 

 ⑤ 医療従事者間での情報共有が進み、チーム医療の実施が容易になった 01 02 03 

 ⑥ 医療機関内・医療機関間における情報交換が容易になった 01 02 03 

 ⑦ システムによる自動チェック機能等により、処方量の基準値オーバーや禁忌等の

インシデント等が減少した 
01 02 03 

 ⑧ 医師の処方・指示の見読性が向上し、伝達ミスによるインシデント等が減少した 01 02 03 

 ⑨ 正確な物流管理により在庫が適正化された 01 02 03 

 ⑩ 診療報酬の請求事務が効率化された 01 02 03 

 ⑪ 業務が効率化され残業時間が減り、人件費が削減された 01 02 03 

 ⑫ システム障害のため業務に影響があった 01 02 03 

２ その他、ＩＴ導入に伴う変化についてご自由に記入下さい 

 

本調査票の設問は以上です。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 
２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。 
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医療のＩＴ化に係るコスト調査 

（保険薬局票） 
 

 

 

 

貴 施 設 名  

 部署 

記 入 者 氏 名 
 

市外局番 
電話番号

 
      －      －      （内線    ）

ＦＡＸ番号       －      －００００００００００００００連絡先 

Ｅ－Ｍａｉ ｌ ＠００００００００００００００
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第１ 基本情報 

１ 開設主体 （平成１８年１２月１日現在）

 01 法人 ⇒同一法人内の店舗数（      店舗） 02 個人 

２ 処方せんの受付状況 （平成１８年１１月１カ月間）

（１）処方せん枚数      枚

（２）調剤報酬明細書件数      件
 

 

第２ 収支情報 

１ 収入・費用 （平成１７年度分）

科    目 金    額 

  
十

億   
百

万   
千 

     

（１）収 入 合 計            円

（２）費 用 合 計            円

 

第３ 薬局内情報のＩＴ化の概況 

１ 薬局内情報のＩＴ化の概況 （平成１８年１２月１日現在）

（１）電子薬歴システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（２）在庫管理システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（３）レセプト電算処理システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（４）インターネットによる医薬品情報

の閲覧システム 
 01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

（５）その他の調剤業務支援システム  01 稼動中 02 開発中  03 計画中  04 計画なし  

 
 ※いずれのＩＴシステムについても「01 稼動中」が無い場合は、本調査票へのご記入はここまでで結構で

す。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。２００７年１月３１日（水）までに、同封の返信用封

筒に入れてご投函ください。 
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